
＜放送番組のお知らせ＞

2025年12月1日、ザ・シネマ開局20周年。
洋画史を彩る名作・吹き替え作品を豪華編成で放送

豪華著名人からの祝福コメント＆ご祝儀大還元プレゼント＆座談会など記念企画も続々

日本で唯一の洋画専門チャンネル ザ・シネマ（AXN株式会社、本社:東京都渋谷区、代表取締役社長 大園天樹）は、2025年12月1日
(月)映画の日に開局20周年を迎えます。長年のご愛顧に感謝を込めて、様々な“開局20周年企画”をお届けしてまいります！開局記念日であ
る12月1日は、〈ザ・シネマの日〉として洋画史を彩ったクラシック作品の名作の数々を一挙にお届けします。加えて、視聴者の皆様から熱い支持
を得るザ・シネマ新録版や貴重な吹き替え作品を豪華ラインナップで編成。『LIFE!／ライフ【ザ・シネマ新録版】』や独占放送となる『ワイルド・ス
ピード【シネマ新録版】【４Kリマスター版】』は、12月3日(水)～6日(土)ほかにて放送いたします。さらに、ザ・シネマと所縁のある著名人からの祝
福コメントや、豪華賞品が当たるプレゼントキャンペーン、編成メンバーが映画愛を語る編成部座談会など、20周年にふさわしいスペシャル企画を多
数展開いたします。

ザ・シネマ
11月27日(木)

ザ・シネマ開局20周年特集

「映画の日」である12月1日に「ザ・シネマ」は開局20周年を迎えます！
周年を記念し、12月は洋画の歴史を彩った名作と吹き替え作品を特集放送！

「【開局20周年】12月1日はザ・シネマの日」の名作特集では、人間と猿が逆転した衝撃の世界、
SF映画史に輝く金字塔『猿の惑星』、「君の瞳に乾杯」…粋な名セリフで知られる不朽のラブストーリー
『カサブランカ【カラー版】』など珠玉の6作品を12月1日(月)に連続放送。
【開局20周年】新録！厳選！ザ・シネマ吹き替え感謝祭の吹き替え特集は、第4作『ワイルド・スピードMAX』
から最新作『ワイルド・スピード／ジェットブレイク』での「ファミリー」メンバーの吹替キャストを起用した、
ファン待望の「ワイスピ吹替ファミリー」による第1作から第3作と、『LIFE!／ライフ』の「ザ・シネマ新録版」、
貴重な地上波吹き替え版『天国の門【TBS版】』のほか、全12作品を12月3日(水)～6日(土)ほかにて放送！

これらの他にも、年末年始はザ・シネマ年末年始SP：４つのテーマで選ぶ20人のスターと題し、西部劇SPやシリーズ一
挙＆人気作イッキ見SPなど20周年を彩る特別な特集をご用意しております！
ザ・シネマは、これからも「日本で唯一の洋画専門チャンネル」として、より多くの皆様に洋画の感動と興奮をお届けできる
よう努めてまいります。

ザ・シネマ開局20周年記念特設ページ：https://www.thecinema.jp/special/3920th/
【開局20周年】12月1日はザ・シネマの日：https://www.thecinema.jp/tag/722
【開局20周年】新録！厳選！ザ・シネマ吹き替え感謝祭：
https://www.thecinema.jp/article/1450

ザ・シネマ メールマガジン創刊！20周年を記念して、ザ・シネマ公式メールマガジンを12月1日(月)より創刊、配信！

メールマガジンでは、便利な翌月の番組表＆放送ラインナップ、注目作品のコラム記事、その他限定プレゼントやキャンペーン情報な
どのお知らせを随時お届けします。映画のワクワクを、あなたのメールボックスへ。たくさんのご登録をお待ちしています！

メルマガ登録：https://www.thecinema.jp/mail

ザ・シネマ開局20周年記念プレゼントキャンペーン
ザ・シネマ開局20周年を祝し、日頃より大変お世話になっている映画配給各社様より、
豪華ムビチケをご提供いただきました！
このビッグな「ご祝儀」を、感謝の気持ちを込めてザ・シネマよりご視聴の皆様へ大還元いたします。
さらにL.A.で入手した激レア『猿の惑星』海外オリジナルポスターに、コロナ セロ8本＆バケツセッ
トなど豪華ラインナップで開催！

■ご祝儀スペシャル！ムビチケ大抽選会
 応募期間：2025年11月27日(金)～12月7日(日)23：59ほか
1月2日(金)公開『ワーキングマン』（提供：クロックワークス様）
11月21日(金)公開『落下の王国 4Kデジタルリマスター』（提供：ショウゲート様）
12月12日(金)公開『シェルビー・オークス』（提供：KADOKAWA様）
12月19日(金)公開『世界一不運なお針子の人生最悪な1日』（提供：シンカ様）
12月19日(金)公開『ヤンヤン 夏の想い出 4Kレストア版』（提供：ポニーキャニオン様）ほか
詳しくは：https://www.thecinema.jp/present

■『猿の惑星』海外オリジナルポスター 計2名様
 応募期間：2025年12月1日(月)～2025年12月31日(水)23：59
応募URL：https://www.thecinema.jp/present/1468

■コロナ セロ 8本＆バケツセット 計20名様 
応募期間：2026年12月1日(月)～1月31日(土)23：59
応募URL：https://www.thecinema.jp/present/1441

https://www.thecinema.jp/special/3920th/
https://www.thecinema.jp/tag/722
https://www.thecinema.jp/article/1450
https://www.thecinema.jp/mail
https://www.thecinema.jp/present
https://www.thecinema.jp/present/1468
https://www.thecinema.jp/present/1441
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ザ・シネマ開局20周年記念！編成部座談会

個人的に好きな映画3作を語る！編成部座談会
2025年12月1日、映画の日に 開局20周年を迎える、ザ・シネマ。
節目となるこのタイミングで、視聴率、編成、キャンペーンなど日々の業務から少し離れ、
ザ・シネマの編成部員たちが、あらためて映画への「好き」という気持ちに立ち返った。

テーマは、「とにかく自分が好きだと言える映画」。
ザ・シネマで編成作品であるか、他人の評価はどうかに関係なく、一人ひとりが“推し映画”
の魅力や、自身の体験を語り合います。

スカパー！公式note編集部立ち会いのもと行われた座談会。
映画ファン必見、洋画専門チャンネルならではの熱い思いが詰まったラインナップを
お楽しみください！

スカパー！公式note
映画好き必見！ザ・シネマ編成部が選ぶ「とにかく好きな映画ベスト3」
～ザ・シネマ20周年座談会 前編～
https://note.com/sptv_note/n/n8f98132b6c36
～ザ・シネマ20周年座談会 後編～
https://note.com/sptv_note/n/n2e0d1b8eb958

《豪華著名人からのお祝いコメント》 ※順不同、敬称略

●子安武人

開局２０周年おめでとうございます。
映画ファンとして一視聴者としていつもお世話になっています。
これからも見続けますので頑張ってください。
勿論私も、声優としてたくさん番組に出られるよう頑張ります！

●日野由利加

ザ・シネマ 開局20周年、心よりお慶び申し上げます。
映像や舞台から吹替えの世界に入った私は、作品作りの一から沢山の教えと学びを頂いて来ました。
日本語版として、ザ・シネマの独創性を持って構築し、確立してこられました。
記念すべき作品に携われた事を誇りに思います。
これからも新たな挑戦を続けられるザ・シネマを楽しみにしております。

●楠大典

20周年おめでとうございます。
洋画専門チャンネルとして新録の吹替版を制作していただけることに、心より感謝しています。
さまざまな事情で声優が統一されていない作品も多く、そのために耳が慣れず、
違和感を覚えてしまうことがあるのは非常にもったいないと感じています。
こうした課題に挑戦してくださる姿勢は、声優としても視聴者としてもたいへんありがたく、
貴重な存在です。
今後も30周年、40周年と、末永くご活躍されることを心より願っています。

●辻親八
20周年、誠におめでとうございます。
私も微力ながら洋画吹替に参加させていただいたことが多々ありまして、とても嬉しく思っています。
また『ワイルド・スピードＸ２【ザ・シネマ新録版】』に出させていただいて、
とても爽快な気持ちになっている次第でございます。
これからも良い作品をどんどん作っていただいて、また僕も及ばずながら参加させていただければ
非常に嬉しく思います。
またよろしくお願いします。皆さん楽しみにしてください。

https://note.com/sptv_note/n/n8f98132b6c36
https://note.com/sptv_note/n/n2e0d1b8eb958


●三木眞一郎

ザ・シネマ開局20周年、本当におめでとうございます。
メジャー作品から激レア作品まで幅広いラインナップですし、
私が声を担当させていただいているチョン・ウソンさんの『ザ・ガーディアン/守護者』、『ハント』、
『ワイルド・スピードＸ３ TOKYO DRIFT【ザ・シネマ新録版】』などもOAされますので、
是非ご覧いただければと思います。
僕自身も子どもの頃にたくさんの洋画を観て育ったので、
吹き替え版をぜひザ・シネマさんで“目”に“耳”にして楽しんでいただけると嬉しいです。

●伊瀬茉莉也

開局20周年、心よりお祝い申し上げます。
新録版という特別な現場に再び参加できたことを嬉しく思います。
これからもザ・シネマらしい、吹替へのこだわりが詰まった作品を楽しみにしています！

●畠中祐

ザ・シネマ開局20周年、本当におめでとうございます。
吹き替えは声優の仕事としても大切に思っていますし、吹き替えと洋画は切っても切り離せない関係だ
からこそ、その洋画を大切に20年間放送してくださったことに心から感謝しています。
これからもザ・シネマで放送される吹替作品をたくさん録っていけたらなと思います。よろしくお願いします。

●石川界人

こうして過去に放映された作品を改めて吹き替えさせていただけるというのは、とても貴重なことです。
役者としても、一視聴者としても、非常にありがたい機会をいただけたことに感謝していますし、
このような機会を作ってくださって本当にありがとうございます。
そして開局20周年、誠におめでとうございます。
今後も引き続き声を当てさせていただければ嬉しく思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

＜放送作品情報＞

【開局20周年】12月1日はザ・シネマの日
●『カサブランカ【カラー版】』
放送日：12月1日(月)19:05～ほか
「君の瞳に乾杯」…粋な名セリフの虜になる。
戦時下に愛の炎が熱く静かに燃える大人のラブロマンス
＜監督＞マイケル・カーティス
＜出演＞ハンフリー・ボガート、イングリッド・バーグマン、ポール・ヘンリード、クロード・レインズほか
＜解説＞ハンフリー・ボガート＆イングリッド・バーグマンの名優カップルが、「君の瞳に乾杯」など
名セリフと共に大人のロマンスを紡ぐ。主題歌「アズ・タイム・ゴーズ・バイ」も印象的。アカデミー作
品賞など全３部門受賞。 © Turner Entertainment Co.

《豪華著名人からのお祝いコメント》 ※順不同、敬称略



＜放送作品情報＞

© Copyright Metro-Goldwyn-Mayer Inc. 
© MCMLIX. All Rights reserved.

●『ベン・ハー(1959)』
放送日：12月1日(月)15：15～ほか
59年アカデミー賞11部門独占（史上最多タイ記録）。
映画史に輝くスペクタクル史劇の最高傑作
＜監督＞ウィリアム・ワイラー
＜出演＞チャールトン・ヘストン、スティーヴン・ボイド、ハイヤ・ハラリート、ジャック・ホーキンスほか
＜解説＞史上もっとも壮大なスペクタクル映画と断言しても過言ではない、一大歴史巨編。
ローマ帝国に支配されたユダヤ人、そこから救世主キリストが現れるまでを、ローマへの復讐に燃
えるユダヤ青年を軸に描く。

●『猿の惑星』
放送日：12月1日(月)21：00～ほか
人間と猿が逆転した衝撃の世界、そして今も語り草となっているラスト──
SF映画史に輝く金字塔
＜監督＞フランクリン・J・シャフナー
＜出演＞チャールトン・ヘストン、キム・ハンター、ロディ・マクドウォール、リンダ・ハリソンほか
＜解説＞日本軍捕虜になった実体験を“猿の惑星”に置き換えたピエール・ブールのSF小説を
映画化。アカデミー賞名誉賞に輝いた当時最先端の特殊メイクや、ジェリー・ゴールドスミスの原
始的な音楽など見どころ満載だ。

© 1967 Twentieth Century Fox Film 
Corporation.

●『駅馬車【HDリマスター版】(1939)』
放送日：12月1日(月)13:00～ほか
ジョン・フォード監督&ジョン・ウェインの黄金コンビの原点にして最高傑作!
映画史に輝く傑作西部劇
＜監督＞ジョン・フォード
＜出演＞ジョン・ウェイン、クレア・トレヴァー、トーマス・ミッチェル、ジョージ・バンクロフト、ジョン・
キャラダインほか
＜解説＞西部劇の名匠ジョン・フォードに主役へ抜擢され、ジョン・ウェインがスターの地位を確
立。駅馬車と先住民族のチェイスシーンは今見ても迫力。アカデミー助演男優賞(トーマス・ミッ
チェル)と作曲・編曲賞を受賞。 © 1939 Walter Wanger Productions

●『サイコ(1960)』
放送日：12月1日(月)23：05～ほか
アルフレッド・ヒッチコック監督の計算し尽くした恐怖…
サイコ・サスペンスのルーツがここにある
＜監督・製作＞アルフレッド・ヒッチコック
＜出演＞アンソニー・パーキンス、ジャネット・リー、ジョン・ギャヴィン、ヴェラ・マイルズほか
＜解説＞サスペンスの巨匠アルフレッド・ヒッチコック監督が、ひたすら怖がらせることに徹した異常
心理スリラー。短いカットを細かくつなげた伝説のシャワー・シーンなど、斬新な映像テクニックが恐
怖を増幅する。

© 1960 Shamley Productions, Inc. All 
Rights Reserved.

© 1959 Metro-Goldwyn-Mayer Studios 
Inc. All Rights Reserved.

●『お熱いのがお好き(1959)』
放送日：12月1日(月)10：45～ほか
マリリン・モンローの代表作の１本、
名匠ビリー・ワイルダー監督らしい小粋なロマンティック・コメディ
＜監督・製作・脚本＞ビリー・ワイルダー
＜出演＞マリリン・モンロー、トニー・カーティス、ジャック・レモン、ジョージ・ラフトほか
＜解説＞『アパートの鍵貸します』の監督ビリー・ワイルダーと脚本家Ｉ・Ａ・Ｌ・ダイアモンドの黄
金コンビが、女装してマフィアの追手から逃げる２人の男を描く。ヒロインにマリリン・モンローを迎
えたドタバタ喜劇。



＜放送作品情報＞

【開局20周年】新録！厳選！ザ・シネマ吹き替え感謝祭
●『（吹）ＬＩＦＥ！/ライフ【ザ・シネマ新録版】』
放送日：12月6日(土)12：00～
空想癖のサエない男が本物の冒険に飛び出す！
ベン・スティラーが監督・主演を兼任して描く人生賛歌
＜監督・製作・出演＞ベン・スティラー
＜出演＞ベン・スティラー（堀内賢雄）、クリステン・ウィグ（安藤麻吹）、アダム・スコット（小
原雅人）、ショーン・ペン（山路和弘）、シャーリー・マクレーン （谷育子）ほか
＜解説＞ダニー・ケイ主演作『虹を掴む男』をベン・スティラー監督＆主演でリメイク。空想癖を
持つ主人公の冒険世界をVFXアクション満載に描く一方、本物の冒険シーンは壮大な自然を
バックに生命力豊かに映し出す。

© 2013 Twentieth Century Fox Film 
Corporation and TSG Entertainment 
Finance LLC. All rights reserved.

●『（吹）ワイルド・スピード【ザ・シネマ新録版】【４Kレス
トア版】』★ザ・シネマ独占放送
放送日：12月3日(水)13:00～ほか
ストリートカーレースのカリスマと潜入捜査官の友情と対決を描く
大ヒットカーアクションシリーズ第１弾
＜監督＞ロブ・コーエン
＜出演＞ヴィン・ディーゼル(楠大典)、ポール・ウォーカー(高橋広樹)、ミシェル・ロドリゲス(甲斐
田裕子)、ジョーダナ・ブリュースター(園崎未恵)ほか
＜解説＞西海岸を舞台に違法なチューンナップを施した日本車によるストリートカーレース“ゼロ
ヨン”の世界と、強盗アクションを組み合わせスマッシュヒット。悪のカリスマを演じたヴィン・ディーゼ
ルは一躍人気スターに。

© 2001 Universal Studios. All Rights 
Reserved.

●『（吹）ワイルド・スピードＸ３ TOKYO DRIFT【ザ・
シネマ新録版】【４Kレストア版】』★ザ・シネマ独占放送
放送日：12月5日(金)13:00～ほか
舞台を日本へと移し、ドリフトレースという新しい戦いを描いたシリーズ第3弾。
人気キャラのハンが初登場
＜監督＞ジャスティン・リン
＜出演＞ルーカス・ブラック（浪川大輔）、バウ・ワウ（木村昴）ナタリー・ケリー（上坂すみ
れ）、サン・カン（川島得愛）、ブライアン・ティー（石川界人）、レオナルド・ナム（畠中祐）、 
ブライアン・グッドマン（三木眞一郎）、JJ. Sonny Chiba（井上和彦）、ヴィン・ディーゼル
（楠大典）ほか
＜解説＞シリーズの一方の主役ともいえる改造日本車の聖地・日本を舞台に繰り広げられるシ
リーズ第3弾。実際に日本ロケも行われ、渋谷スクランブル交差点でのカーチェイスは圧巻。意
外な日本人俳優もゲスト出演。

© 2006 Universal Pictures. All Rights 
Reserved.

●『（吹）ワイルド・スピードＸ２【ザ・シネマ新録版】【４K
レストア版】』★ザ・シネマ独占放送
放送日：12月4日(木)13:00～ほか
「ファミリー」メンバーになるローマン、テズが初登場！
大ヒットシリーズ第2弾の「ザ・シネマ新録版」！
＜監督＞ジョン・シングルトン
＜出演＞ポール・ウォーカー（高橋広樹）、タイリース・ギブソン（松田健一郎）、エヴァ・メン
デス（日野由利加）、コール・ハウザー（子安武人）、クリス・"リュダクリス"・ブリッジス（渡辺
穣）、デヴォン青木（伊瀬茉莉也）ほか
＜解説＞舞台をフロリダに移したカーアクションシリーズ第２弾。『ボーイズ’ン・ザ・フッド』のジョン・
シングルトンが監督を務め、後に「ワイスピファミリー」に加わるタイリース・ギブソンやリュダクリスが
初登場。

© 2003 Universal Studios. All Rights 
Reserved.



＜放送作品情報＞

● 『（吹）オーシャンズ１２【金曜ロードショー版】』
放送日：12月11日(木)13:00～
復讐に燃えるカジノ王がオーシャンズを追い詰める。
奇跡のオールスターが再集結したシリーズ第２作
＜監督・撮影＞スティーヴン・ソダーバーグ
＜出演＞ジョージ・クルーニー（磯部勉）、ブラッド・ピット（堀内賢雄）、マット・デイモン（桐
本拓哉）、キャサリン・ゼタ＝ジョーンズ（山像かおり）、ヴァンサン・カッセル（森田順平）ほか
＜解説＞舞台をヨーロッパに移してオールスターが再集結。オーシャンズを追いかける敏腕捜査
官役でキャサリン・ゼタ＝ジョーンズ、彼らに勝負を挑む怪盗役でヴァンサン・カッセルが新たに加
わり、いっそうゴージャスに。

© 2004 Warner Bros. Entertainment Inc. 
and Village Roadshow Films (BVI) 
Limited. All Rights Reserved.

●『（吹）オーシャンズ１３【フジテレビ土曜プレミアム版】』
放送日：12月12日(金)13:00～
凄腕の泥棒オールスターが仲間の危機に三たび集結！
アル・パチーノを敵に迎えて描くシリーズ第３作
＜監督・撮影・製作総指揮＞
＜出演＞ジョージ・クルーニー（磯部勉）、ブラッド・ピット（堀内賢雄）、マット・デイモン（桐
本拓哉）、アル・パチーノ（羽佐間道夫）ほか
＜解説＞存在感抜群な大御所俳優アル・パチーノを敵に迎え、豪華オールスター集団が華麗
なるダマしの作戦を織りなす。仲間の仇を討つことに犯罪の目的が置かれ、仲間思いなオーシャ
ンたちの男気を熱く、そして粋に描き出す。

© 2007 Warner Bros. Entertainment Inc. 
and Village Roadshow Films (BVI) 
Limited. All Rights Reserved.

© 2001 Warner Bros.

●『（吹）オーシャンズ１１【フジテレビプレミアムステージ版】』
放送日：12月10日(水)13:00～
ハリウッド屈指のオールスターが豪華競演！
ドリームチームの鮮やかな強奪に酔いしれるシリーズ第１作
＜監督・撮影＞スティーヴン・ソダーバーグ
＜出演＞ジョージ・クルーニー（磯部勉）、ブラッド・ピット（堀内賢雄）、マット・デイモン（桐本拓
哉）、アンディ・ガルシア（大塚芳忠）、ジュリア・ロバーツ（勝生真沙子）ほか
＜解説＞シナトラ・ファミリー総出演『オーシャンと十一人の仲間』を下敷きに、
ジョージ・クルーニーらオールスターが集結。各スターの個性と見せ場をスタイリッシュに
描き分けるスティーヴン・ソダーバーグの手腕が絶妙。

●『（吹）コンタクト【木曜洋画劇場版】』
放送日：12月25日(木)13:00～
カール・セーガン原作、ロバート・ゼメキス監督、
宇宙人とのコンタクトをシミュレーションし描くリアルSF
＜監督・製作＞ロバート・ゼメキス
＜出演＞ジョディ・フォスター（戸田恵子）、マシュー・マコノヒー（てらそままさき）、ジョン・ハー
ト（大塚周夫）、ジェームズ・ウッズ（大塚明夫）ほか
＜解説＞90年代に日本でも多くの人が自分のPCで協力した「SETI計画」が、ついに宇宙人
からの信号をキャッチした！という物語をリアルに描く。“信じる”とは何かという宗教哲学的テーマ
にまで踏み込んでいく感動作。 © 1997 Warner Bros. Entertainment Inc. 

All Rights Reserved.

●『（吹）黄金の指【TBS月曜ロードショー版】』
放送日：12月18日(木)8：25～
プロフェッショナルたちの技と美学に酔う！
名人スリ集団のチームプレーを小粋に描く犯罪サスペンス
＜監督・製作＞ブルース・ゲラー
＜出演＞ジェームズ・コバーン（小林清志）、マイケル・サラザン（安原義人）、ウォルター・ピ
ジョン（高城淳一）、トリッシュ・ヴァン・ディーヴァー（北島マヤ）ほか
＜解説＞紅一点の女性と紳士たちがチームを組んだスリ集団による鮮やかな犯罪劇を、ジェー
ムズ・コバーンらの絶妙なキャスティングで描く。まるでスポーツのチームプレーのように魅せる、息の
合ったスリの手口に見惚れる。 © 1973 Metro-Goldwyn-Mayer Studios 

Inc. All Rights Reserved.



＜放送作品情報＞

『（吹）ディープ・ブルー(1999)【日本テレビ版】』
放送日：12月11日(木)11：00～
高知能化した巨大サメに人間は勝てるのか？
『ダイ・ハード２』の監督が描くパニック・サスペンス
＜監督＞レニー・ハーリン
＜出演＞サフロン・バロウズ（田中敦子）、トーマス・ジェーン（小杉十郎太）、ＬＬ・クール・
Ｊ（塩屋浩三）、サミュエル・Ｌ・ジャクソン（池田勝）ほか
＜解説＞DNA操作によって巨大化、高知能化したサメと人間との死闘を描くパニック・サスペン
ス。監督は『ダイ・ハード２』のレニー・ハーリン。サミュエル・L・ジャクソンのほか、人気ラッパーの
LL・クール・Jも出演。

© 1981 Metro-Goldwyn-Mayer Studios 
Inc. All Rights Reserved.

© 1999 Village Roadshow Films (BVI) 
Limited

●『（吹）天国の門【TBS版】』
放送日：12月15日(月)13:00～
[R15+相当]『ディア・ハンター』のマイケル・チミノ監督作。
米国の暗い史実を描く挑戦的な一大叙事詩
＜監督・脚本＞マイケル・チミノ
＜出演＞クリス・クリストファーソン（堀勝之祐）、ジョン・ハート（池水通洋）、イザベル・ユペール
（榊原良子）、クリストファー・ウォーケン（谷口節）ほか
＜解説＞新参農民の移民と地元の牧畜業者の間で実際に起きた悲劇的な争い、「ジョンソン郡事
件」を題材に、巨額の製作費を投じて壮大なスケールで人間ドラマを構成したマイケル・チミノ監督の渾
身の一作。

●『（吹）カサブランカ【カラー版】【テレビ東京版】』
放送日：12月25日(木)11：00～
「君の瞳に乾杯」…粋な名セリフの虜になる。
戦時下に愛の炎が熱く静かに燃える大人のラブロマンス
＜監督＞マイケル・カーティス
＜出演＞ハンフリー・ボガート（津嘉山正種）、イングリッド・バーグマン（塩田朋子）、ポー
ル・ヘンリード（土師孝也）、クロード・レインズ（青野武）ほか
＜解説＞ハンフリー・ボガート＆イングリッド・バーグマンの名優カップルが、「君の瞳に乾杯」など
名セリフと共に大人のロマンスを紡ぐ。主題歌「アズ・タイム・ゴーズ・バイ」も印象的。アカデミー作
品賞など全３部門受賞。

© Turner Entertainment Co.

【放送情報、番組内容に関するお問い合わせ】
ザ・シネマ カスタマーセンター
TEL： 0570-006-543

(一部IP電話等 03-6630-6298)
受付時間：10:00 - 20:00(年中無休)

ザ・シネマのご視聴方法 ザ・シネマはスカパー！、J：COM、ひかりTV、auひかり、全国のケーブルテレビ 等でご視聴いただけます。
スカパー！でのご視聴を希望の場合、ご自宅のテレビでCS161/QVCを選局してスカパー！が映ることをご確認ください。
映ることが確認できましたら、B-CASカードをご準備頂き、WEB【https：//www.thecinema.jp/lp】から簡単に加入お申し込みができます。お申し込み後は約30分でご視聴可
能になります。

ザ・シネマとは 王道のハリウッドメジャースタジオのヒット作から「何度やっていてもついつい見てしまう」というベストセラー作品、貴重な地上波放送時のTV吹き替え版、さらにはDVDが
未発売もしくは超高額になっているレア作品やミニシアター系作品にまでこだわった「王道＋激レア」の充実のラインナップでお届けする洋画専門チャンネルです。
【HP】 https：//www.thecinema.jp/ 【X(旧Twitter)】 https://x.com/thecinema_ch 【Facebook】 https：//www.facebook.com/the.cinema.jp
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